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1．あかりんちゅの誕生

近江楽座として既に 5 年以上活動している「あか
りんちゅ」の発端は、環境政策・計画学科の 1 回生
女子七名が、ひこねキャンドルナイト (2008.11) に
参加し、そこでひとつの疑問をもったことに端を発
する。各地で実施されているキャンドルナイトは、
本当に環境に良いの？ただ単に石油を燃やして CO2

を排出しているだけではないの？海外輸入によるエ
ネルギー負荷は？と。そのような疑問を抱えながら
悶々としていたときに、ちょうどお寺が集めた残蝋
の再利用先を探しているというメールが県大内に流
れ (2009.2)、そこに私が反応して声をかけて集まっ
たものがそもそもの始まりである。さっそく、発信
元の滋賀教区浄土宗青年会に連絡をとり、女子七名
と共に最初の 10kg を受取った。ここが最初のネッ
トワークづくりであると共に、「あかりんちゅ」の
立ち上げでもあり、まずは残蝋からのリサイクルキ
ャンドルづくりの試行をしてみることになった。リ
サイクルキャンドルの作り方をあれこれ情報収集し
ながら、アルミカップを夢京橋灯り館よりもらった
り、芯の重要性に気づきながら進めていった。やが
て、リサイクルキャンドルづくりは成功し、それを
使ったキャンドルナイトの実施など、その活動は順
調にひろがってきている。

さて、本稿ではこのあかりんちゅを事例としなが
ら、学生が主体となる地域貢献の可能性と限界、展
開などについて言及を試みる。あかりんちゅが数多
くの近江楽座プロジェクトとしてやや異色なのは、
対象地域を限定していない点である。ある特定の地
域や課題にじっくりと取り組み、地域のステークホ
ルダーと関係を濃厚に育んでいくといったスタイル
ではなく、つないでいくバトンはキャンドルなので
ある。残蝋をいかに回収し、再生して使っていくか
というプロセスが活動の主であり、各段面でつなが
る対象地域は多様化する。つまり、技術を中心とし
た工学的なプロジェクトとも言えるかもしれない。
誰もが見向きもしなかった残蝋への執着が専門性を
生んできている。

あかりんちゅは、「第３回共生・地域文化大賞助
成部門」(2009)、「井伊直弼と開国 150 年祭市民創造

事業」(2009) にも採択され、さらには NPO 法人五
環生活と協働で「環境省平成 22 年度持続可能な社
会づくりを担う事業型環境 NPO・社会的企業中間
支援スキーム事業」の８事業のひとつとして採択さ
れ、国際ソロプチミスト彦根からは表彰いただいた
(2011)。

お寺とつながったあかりんちゅだが、リサイクル
キャンドルの他事例を調べる中で、福祉作業所との
接点を知ることとなる。キャンドルナイトを実際に
すべてリサイクルキャンドルを使用するとなると、
膨大な製造時間が必要となる。いけだエコキャンド
ルナイト（福井県池田町）ように、年間を通じてボ
ランティアが作成し続ける方法もあるが、福祉作業
所に製造依頼して仕事にできないかという検討を開
始した (2010 年 5 月 )。そして実際に地元の「ハー
トワーク結」さんとつながり、作業所さんへリサイ
クルキャンドルの製造委嘱が開始された。ここから、
福祉作業所との関係ができていった。

「株式会社あかりんちゅ」は実現するか？

近藤　隆二郎
環境政策・計画学科

図１　あかりんちゅの紹介チラシ (2011)
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２．事業化への検討
残蝋を回収し、それを作業所へ製造依頼するとい

う流れができたものの、そうなると見えてくるのは、
できあがったキャンドルの出口である。製品は使わ
れないと売れないし、再生する意味が無い。このあ
たりは、環境省事業型モデル事業において、あかり
んちゅ初代代表の本間友香里と五環生活スタッフが
中心となりマーケティングのプロと共にきんき環境
館のフォローのもと一年間事業として成り立つかど
うかの検証に取り組んだ。このプロジェクトは、図
２のような「キャンドルバンクネットワーク」の成
立可能性の検討作業として、残蝋の確保可能性調査、
グリーンキャンドルの販売可能性調査、女性モニタ
ーヒアリング調査、といったことを実施していった。
その過程では、マーケティングの必要性と難しさを
実感していった。

とくに私が印象に残っているのが、メンターを務
めていただいた森伊知郎氏 ( オブリガード ) が何度
も問うた「買わざるを得ないシーンを描けています
か？」ということであった。グリーンキャンドルを
なぜ買うのかという理由である。モノが売れるには
そこに理由とシーンが必ずあるということ。そこ
で、最初は「ペットロス用キャンドル」というシー

ンを描いた。成長市場でもあるペット市場での展開
を検討したものだが、販売チャンネルが少ないこと
と、専門家でもむずかしいということでボツとなっ
た。そこで、最終的には図３にあるような 20 代後
半女性というペルソナ設定でのシーンとなっていっ
た。ただ、これもややふわふわしている感がぬぐえ
ない。その他にも、信楽焼の破片を使った滋賀ご当
地キャンドルや、西国巡礼など有名寺院の残蝋から
つくった巡礼キャンドルといった案もあったが、そ
れぞれにさらに考えきることが求められた。　　

近江楽座でもいつも感じるのだが、誰を対象にと
いうことがなかなかむずかしい。どうしても自分た
ちがやりたいことが先にあってしまうのではないだ
ろうか。もちろん、それは基本的に大事なことであ
るが、もっと相手について調べたり、話を聞いてい
くと、もっといろいろな状況がわかってくる。残蝋
の量も、お寺よりも葬儀場やホテル・結婚式場が多
いし、質も均一であることもわかったし、花屋さん
が介在していることもわかった。販売先としても、
bar やカフェ、雑貨店などの特性や契約条件なども
検討できた。しっかり相手の声を聴くことは大事な
ことである。

さらに大事なのが、コスト面だろう。販売価格を
いくらにするのか、製造単価は、作業所に支払う価

図２　キャンドルバンク構想 (2010 近藤作成 )
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格は、回収コストをどう考えるのか。そこをシミュ
レーションしながら全体の事業成立可能性を検討す
るのである。事業を進める立場ならごく当たり前の
ことだが、学生の立場ではかなりむずかしいし、苦
手である。近江楽座という制度は、採択されれば資
金が確保されるという状況であるため、収入を得る
という視点が希薄である。そこで、あかりんちゅは
収入もある程度見通していくということで近江楽座
でも資金の無い S プロジェクトに申請採択されてい
る。キャンドルづくりワークショップの謝礼やキャ
ンドルナイトイベントの委託といったことが多くな
り、その資金である程度は活動費がまかなわれてい
る。ただ、もちろんメンバーのアルバイト替わりに
人件費を出すというところまでは至っていない。オ
カネに縛られないこその自由度があることは確かだ
が、逆にオカネがつないでいくこともある。

3．社会事業化的コースへ

そういった意味では、環境建築デザイン学科の院
生たちが在学中から「アーキテクトタイタン」とい
う会社を立ち上げて、ワコールなどの事業を受託し
ていたことや、近江楽座プロジェクトであった「C3」
が実際の着地型ツアーを近畿日本ツーリストと共同
で企画募集実施していたことなど、社会起業的なチ
ャレンジがもっとあってもよいではないだろうか。
フィールドワークやさまざまな演習等で地域に入っ
て実践していくが、そこから先の展開の選択肢をい
くつかモデル的に共有しておくことが重要では無い
だろうか。

近江楽座も 10 周年を迎え、さまざまなプロジェ
クトの盛衰が見えるようになっている。民間ファン
ドやクラウドファンドといったオカネを集める手法
も多岐にわたってきており、従来の助成金と比べて

も、共感を得られることが求められているようにも
感じている。COC 地域課題研究などもあり、地域
教育がさらに ver.up することが予想されるが、地
域貢献というものが、セメスター半期といった授業
単位で学生を地域に投入するといったことに終わる
のではなく、学生そのものがそれぞれ地域とがっ
つり組むようなプログラムも必要だろう。それは、
ただ単に地域に溶け込むといったものだけではな
く、地域とどういった関係を持つのか、対峙するの
か、何（専門性）のバトンをもってアクセスするの
か、を明確にするプロセスがあり、その先に就職を
含めた生き様を考えるプログラム展開ができたとき
に、大学院の位置づけもしっかりとするのではない
だろうか。つまり、フィールドワークで地域課題に
接し、その後の近江楽座活動等で実験・実践し、さ
らにそこから具体的に「経営」といった断面へチャ
レンジをする。そこに、メンターや社会人 OGOB
がサポートするといった体制があれば、3 回生後半
から就活にそわそわしてそこで地域活動を引退して
しまう、地域活動は３回生まで、といった雰囲気で
は、単なるサークル活動になってしまっては何だか
広がりや深まりが無いと思うのだ。自身の起業的な
チカラを試すことのできるプログラムに 3 回生から
入ることで、大学院を見据えた期間設定ができる。
つまり、3 ＋ 4 回生＋ M1 の 3 年間で経営実践の場
を経ることで、社会的スキルと経験が実践的に身に
付く。その成果を持って M1 後期の就活にいそしむ
あるいは起業するための準備期間に充てるといった
流れである。

４．「株式会社あかりんちゅ」へ

究極の地域貢献とは、人材を地域に輩出すること
ではないだろうか。せっかく地域に育てていただい
た人材を都会の大企業に簡単に取られたのではもっ
たいない。さらに言えば、地域側に学生 OGOB が
いるようになると、現役学生と地域とのつながりの
媒介役になるといった厚い層もできあがってくるの
ではないだろうか。彦根市内ではそういった層が見
えて来ていて頼もしい。

最後に、あかりんちゅの今年度の近江楽座報告書
コメントを紹介しておきたい。
「（前略）また、5 年を経てそろそろ、長期ビジョ

ンを考えてみても良いのではと思っている。もちろ
ん、現在のままでの活動ペース等で目立った問題が
あるわけではないが、各地のキャンドルナイトへの
グリーンキャンドルの転換斡旋や啓発、オリジナル
キャンドルの販売といった意味では、もう少し継続

図３　「GREEN CANDLE」のペルソナ設定 (2011)
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的に取り組むような主体があっても良いのではと思
う。また、今年度の小学校からの委託業務のように
大きなプロジェクトになると、その対応や公式書類
の整備といったことも必要となっており、事務局体
制の強化が必要な面も出てきている。その意味では、
一年間でコアメンバーが交替する今の体制には限界
があり、たとえば OG らによる会社的部門の設立や
外部 NPO との棲み分けといった点も検討できるの
ではないだろうか。この案はもともと初代から冗談
交じりに検討されたこともあり、『株式会社あかり
んちゅ』という名前もあがっていたのである。その
ような長期ビジョンが共有されたときに、課題とな
っている拠点場所の問題も解決していくのではない
だろうか。そろそろ、『あかりんちゅ ver.2.0』を待
っています。」

1　事業型環境 NPO・社会的企業支援活動実証事業
_ 事業計画書公開
http://www.geoc.jp/wp-content/　
uploads/2012/01/keikaku_gokanseikatsu.pdf
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